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盤においては､いずれの被検筋にも有意差は示されな
かった。
4.考察
(1)自覚疲労度
加圧状態に於ける書字行為の後に、被験者は、「腕
が締め付けられると、不安感に捉われる。」と、述べて
いた。この事から、加圧状態に於いて、序盤から終盤
にかけて自覚疲労度が高い数値を維持している要因と
しては、腕の圧迫感が被験者に違和感を生じさせ、序
盤から疲労しているかの様な錯覚を覚えた為、時間の
経過に伴う疲労感が感じられ難くなっているのではな
いか、と推測される。個人によって感覚が異なる可能
性はある。
(2)FFT解析
加圧状態、非加圧状態、どちらの場合においても、
上腕3頭筋長頭(TBM)、短母指外転筋(EPBM)の2筋に
関しては、疲労に伴い周波数成分が低周波数側へとシ
フトし、中心周波数が有意な減少傾向を示す事が確認
された(p<0.01)。加圧状態、非加圧状態を比較するに、
加圧状態の方が中心周波数の減少幅が大きく、疲労が
より顕著に表れている。この事から、低負荷運動時の
筋疲労実験において､被験者を加圧状態下に置く事が、
疲労の検出に有効で有る可能性が示唆される。
（3）筋電図面積と把持圧の平均値の比率
加圧状態、非加圧状態、共に、序盤から終盤間にお
いて、全ての被検筋が有意の上昇を示していた(p<
0.01)。加圧状態、非加圧状態を比較するに、加圧状態
は比率が直線的に上昇しているのに対し、非加圧状態
では中盤を経過した時点より減少する傾向を示した。
非加圧状態においては低負荷運動で有る為、書字行為
に対する腕の慣れが原因として考えられる。この事か
ら､低負荷運動を長時間継続する筋疲労実験において、
被験者を加圧状態下に置く事が、疲労の検出に有効で
有る可能性が示唆される。
（4）中心周波数及び筋電図面積の変化
FFT解析結果において、加圧状態と非加圧状態を比
較するに、加圧状態の方が序盤の中心周波数が高い数
値を示すものの、時間の経過に伴い、中心周波数は急
速に減少し､非加圧状態の示す数値へと近付いていき、
終盤には加圧状態と非加圧状態の間に有意差は示され
なくなった。また，筋電図面積と把持圧の平均値の比
率において、加圧状態の方が序盤、中盤の比率が低い
数値を示すものの、中盤から終盤にかけて比率は急速
に高まり、終盤には加圧状態と非加圧状態の間に有意
差は示されなくなった。
序盤の差異の理由としては、加圧状態では速筋線維
の働いている割合が非加圧状態よりも高い、若しくは
加圧状態の方が筋線維伝導速度が速くなっている為と
考えられる。これは，加圧により腕の付け根を圧力で
締める事で、血流が制限され、動脈から新しい血液が
流れ込んでいくl方、静脈からの血液が戻り難くなる
事から、腕の血液量は多くなり、普段は使用されない
毛細血管にまで血液が流れる様になることと関係があ
ると考えているが，今後詳細に検討する必要がある，
また、終盤に差異がなくなる理由としては、加圧状態
においては、非加圧状態よりも乳酸の蓄積量は時間の
経過に伴いより多くなり、伝導速度の低下および遅筋
線維の割合がより増えるためと考えられる。その結果、
中心周波数は減少し、さらに筋電図面積は高い比率を
示す事となり、非加圧状態の示す数値へと近付いてい
くのではないかと推察している。
5.おわりに
低負荷運動時の筋疲労実験において、被験者を加圧
状態下に置く事が、疲労の検出に有効で有る可能性が
示唆された。また、加圧状態の方が非加圧状態よりも
序盤において中心周波数が平均的に高いという結果が
得られた。本稿では、長時間の加圧状態下に置く事の
安全性が不明で有る為、実験への参加に同意を得られ
たのは1名のみであった.今後は安全性の面を検討し、
被験者数をより多く確保した上で加圧状態における中
心周波数及び筋電図面積の変化について実験を行って
いく予定である。
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